
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回 

覧 
           

 書籍名 著者 おすすめコメント 

介護未満の 

父に起きたこと 
ジェーン・スー 

日に日に「できない」が増えていく８０代の父。その

ケアに奔走した娘が「介護前夜」の５年を綴る。 

ザ・ロイヤル 

ファミリー 
早見 和真 

子は親を超えられるのか。奇跡の勝利は叶うのか。馬

主とその家族の波乱の２０年を描く比類なき傑作！ 

石原家の兄弟 石原 伸晃ほか 
破天荒な父と、一家を守る母。四兄弟が綴る石原家の

教育、結婚、仕事、そして介護と看取りとは。 

エピクロスの処方箋 夏川 草介 
「スピノザの診療室」続編！治せない病気は山のよう

にあるが、癒せない哀しみはない。 

彼女たちは楽園で遊ぶ 町田 そのこ 

九州の片隅の山に、突然できた宗教施設。凛音は親友

を連れ戻すため奔走するが、町では若者の不審死が連

続し・・・。 

カフェーの帰り道 嶋津 輝 
直木賞受賞作。東京のカフェーで女給として働いた、

“百年前の私たちの物語”。 

イン・ザ・ 

メガチャーチ 
朝井 リョウ 

「神がいないこの国で人を操るには、“物語”を使うの

が一番いいんですよ」 

お悩み相談 

そんなことも 

アラーナ 

ヨシタケ 

シンスケ 

すべての悩みに言えることですが、「うまくいくはず

だ」という前提をまず疑いましょう。 

  

母
が
亡
く
な
っ
た
。
８
３
歳
。 

３
年
間
闘
病
し
、
自
宅
、
施
設
、
病
院
を
行
っ
た
り
来
た
り
。

 

 

介
護
は
大
変
だ
っ
た
。 

で
も
、
し
っ
か
り
と
し
た
意
志
で
「
や
っ
ぱ
り
家
が
一
番
い
い
」
と
言
う
母
を 

で
き
る
限
り
自
宅
で
過
ご
さ
せ
て
や
り
た
か
っ
た
。 

 

孫
（
私
の
長
男
）
の
結
婚
式
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
母
の
容
態
も
悪
化
し
、 

晴
れ
姿
を
見
せ
て
や
り
た
か
っ
た
け
ど
、
叶
わ
な
か
っ
た
。 

結
婚
式
の
前
日
、
孫
を
見
て
、
最
後
の
力
を
振
り
絞
る
よ
う
に
、「
結
婚
お
め
で
と
う
」。 

こ
れ
が
最
後
の
言
葉
。 

 
遠
方
の
親
戚
も
、
長
男
の
結
婚
式
で
帰
省
し
て
お
り
、
式
の
数
日
後
、 

自
宅
で
家
族
み
ん
な
に
見
送
ら
れ
な
が
ら
、
静
か
に
ゆ
っ
く
り
と
息
を
引
き
取
っ
た
。 

８
８
歳
に
な
る
父
が
、
母
が
施
設
や
病
院
に
い
る
間
、 

寂
し
さ
を
紛
ら
わ
す
た
め
に
買
っ
て
い
た
カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ
ト
で
、 

母
が
好
き
だ
っ
た
「
北
国
の
春
」
を
み
ん
な
で
熱
唱
し
た
。 

最
後
の
部
分
を 
♪
お
～
か
あ
さ
～
ん
♪ 

と
替
え
て
歌
う
と
、 

母
が
、
懐
か
し
い
場
所
へ
帰
っ
て
い
く
の
を
見
送
る
よ
う
で
、
み
ん
な
大
号
泣
。 

 

私
も
２
０
数
年
後
に
母
と
同
じ
年
齢
に
な
る
。 

子
は
親
の
背
中
を
見
て
育
つ
と
い
う
が
、 

私
の
晩
年
は
息
子
が
し
っ
か
り
面
倒
を
見
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
つ
つ
、 

残
さ
れ
た
も
の
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
な
人
生
の
終
焉
を
迎
え
た
い
。 

 

人
生
は
一
度
き
り
。 

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
い
く
。 

だ
か
ら
こ
そ
、
一
人
ひ
と
り
の
命
と
時
間
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。 

そ
の
尊
い
命
を
大
切
に
し
、
自
分
だ
け
で
な
く
周
囲
の
人
の
生
き
方
も
尊
重
し
な
が
ら
、 

楽
し
く
、
穏
や
か
に
、
差
別
や
偏
見
、
争
い
ご
と
の
な
い
世
の
中
で
平
和
な
毎
日
を
重
ね
て
い
き
た
い
。 

 

生
き
て
る
だ
け
で
丸
儲
け
な
の
だ
か
ら
。 
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西原公園児童館 
℡ ３７１－４０９０ 

ふれあい文化センター 子ども向け、話題の本、新刊も準備しています。お気軽にお越しください。 

図書室だより  
☆開館日時☆・・・月～土曜日（日曜日、祝日は休館） 
☆開室時間☆・・・午前 10時～正午、午後１時～午後５時 
☆貸し出し☆・・・２週間に２冊まで  ※貸出のみで学習室としての利用はできません。 

 

 

 

 

 

 

 

人
権
一
口
講
座 

「
生
き
て
る
だ
け
で
丸
儲
け
」 

公民館では、人権啓発パネルを掲示しています。新しくなかま入りしたパネルは「笑顔でつながるみ

んなのまち」です。笑顔が、人と人、そして心と心を優しくつなぎ、安心して暮らせる地域を育ててい

くことを伝えています。 

パネルの作品は、笑顔に満ちたまちの姿を思い描いたもの 

で、小学生の素直な願いが伝わってきます。その願いを受け 

留めることは、今を生きる私たちおとなの大切な役割でもあ 

ります。 

あいさつや声かけ、ちょっとした気づかいから生まれる 

笑顔は、世代を超えて人をつなぎます。こどもの思いを出 

発点に、おとなもこどもも一緒になって、人権を大切にす 

る心を次世代へ、そして未来へとつないでいきましょう。 

公民館から広がるこの輪が、「人権尊重のまちづくり」に 

つながっていくことを願っています。 
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弁護士による法律相談（無料） 

相談日：６月１３日（土）〔受付５月２５日（月）～〕、６月２７日（土）〔受付６月１５日（月）～〕 

時 間：午前９時～正午（相談は１人３０分間）  定 員：６名（事前に予約が必要） 

予 約：電話か窓口にて 

詳しくは、ふれあい文化センター（TEL：096-366-7310）まで 

 
 

熊本市ふれあい文化センター  所在地：熊本市中央区本荘 4 丁目 6-6 電話：366-7310 

Web： ふれあい文化センター    検 索   ホームページにも掲載しています。 

「肥後狂句を学ぼう」 

熊本弁を使って言葉で遊ぶ「肥後狂句」を学んでみませんか？ 

一緒に楽しく作品を作りましょう！ 

 〇講師：長松 和則 さん 

○日時：７月２日、１６日、３０日 木曜日 

 午前１０時～正午 （全３回） 

○対象：どなたでも １０人（申込多数時は抽選） 

○場所：新館２階第２学習室 

○参加費：無料 

     締切：６月１７日（水）（往復ハガキでの申込） 

お問い合わせください！！ 

６月に行われる講座で空きがある講座には、ご案内が間に合うこともございます。気軽にお電話ください。 

〇ソフトリズムダンス・・・６月２日、１６日、３０日（火）午後１時半～３時半 参加費 無料 

〇ワード初級・・・・・・・６月１５日～１８日（４日間連続）午前１０時～正午 参加費 １５００円 

〇エクセル中級・・・・・・６月１５日～１８日（４日間連続）午後１時～３時  参加費 １５００円 

 


